
2018日本史Ｂ(久下)授業プリント原始１	 旧石器時代	

	

作業	 カラー図表（	 	 	 	 ）を見て位置を書き込みなさい。	

		

	

	

	

	

	

	

	

	 <例>①はさみ山遺跡	 	②岩宿遺跡	 	③野尻湖(湖底遺跡)	 	④港川(人骨)	 	⑤浜北(人骨)	 	 	

	

講義	

地質学分類と人類史と文化区分	

				先カンブリア代[～６億年前］	

				古生代[～２億３千年前]		

				中生代[～６５００万年前]	

				新生代			 	 	 	 			 	 	 				 	

													 	 			 	 	 					

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 				 	 	 	 	 		

																					 	 	 	 	

	

	

更新世(洪積世)の日本				…過酷な自然環境	

・13氷河時代（14氷期・15間氷期が交互に）	

			 現在より平均気温が７～８℃低い→海表面は約１００ｍ低い→列島は大陸と陸続き	

				→動物の渡来		<例>	北から16マンモス・17ヘラジカ、	

南から18オオツノジカ・19ナウマン象	 	 など	

・活発な火山活動		→火山灰層(ローム層)の形成	

				※酸性土壌のため化石人骨の出土が少ない。石灰岩採石場や洞穴での発見が多い。	

	 	 	 確実な発見例はいずれも22新人段階のもの	

							<例>23港川	 	 人・山下町洞人骨[沖縄]	、24浜北	 	 人	[静岡]など	

						※明石人骨…1931年、兵庫県明石市西八木海岸で直良信夫が腰骨を発見	 戦災で焼失	

	 	 	 	 	 	 			 	 石膏模型から原人と推定→現在では否定する説が有力。	

	

５猿人	

６原人	

７旧人	
	

８新人	

(現世人類)	

[～２００万年前]	

３更新世	 	 (洪積世)	

[～１万数千年前]	

	

４完新世	 	 (沖積世)	

[～現在]	

	

９旧石器時代	

10新石器時代	

11青銅器時代	

12鉄器時代	

１第三紀	

２第四紀	

３年	 	 	 組	 	 	 番	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 .	

[	 		 月	 		 日]	

①		

３年	 	 	 組	 	 	 番	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 .	

[	 		 月	 		 日]	

③	

③	

④	

⑤	



日本の旧石器時代…土器の使用以前の文化＝25無土器文化	(26先土器文化、27先縄文文化)			

	 石器	28打製	 	 石器		磨いていない単純な石器	 徐々に進歩	

	 	 	 	 Ａ．29石斧…打撃		30握槌
にぎりづち

(31握斧：ハンドアックス)・敲打器
こ う だ き

・楕円形石器ともいう	

	 	 	 	 Ｂ．32石刃	(ブレイド)…切断	 33ナイフ形石器とも	

							 Ｃ．34尖頭器	 	 	 (ポイント)…刺突用		柄を付けて	35石槍に。	

	 	 	 	 Ｄ．36細石器						(マイクロリス)…長さ３～４cmの細石刃を柄にはめて使用	

	 	 	 	 	 	 	 ※この石器は中国東北部からシベリアに分布し発達→日本へ伝わる	

	 生活		37狩猟・採集		簡単なテント式住居で定住性が低い	 <例>	38はさみ山遺跡[大阪]	

		主な遺跡	

		・39岩宿	 	 遺跡[群馬]		40相沢忠洋
ただひろ

	 	 	 が41関東ローム層	 	 	 	 から打製石器を発見[1946]	

								→1949年の学術調査で確認		当時の通説を覆し、日本の旧石器時代の存在を証明	

	 ・42野尻湖[長野]		湖底から大型動物の化石と石器が出土…人類と動物の共存	

	 ・白滝遺跡[北海道]	 ほか	

日本人の起源	

	 縄文時代まで…アジア南方起源の43古モンゴロイドが広がる	

	 弥生～古墳時代…アジア北方から44新モンゴロイドが西日本に渡来	

→古モンゴロイドと混血	

	 ※日本語の起源…北方系の45ウラル・アルタイ語族に属するが南方系の語彙も混在	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

正誤問題練習	 <大学入試センター1994追試験より>	 		

(１)	更新世には、初めて尖頭器がつくられ，投げ槍などに使用された。	

(２)	更新世の末期には農耕が行われ，粗雑な土器もつくられた。	


